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【
厚
沢
部
小
学
校
】　

名
21

朝　

倉　
　
　
 
楓 （
朝
倉　
　

亮
）

か
え
で

石　

井　
 
布
由
子 （
石
井　

淳
平
）

ふ　

ゆ　

こ

板　

坂　
 
彪　

我 （
板
坂　
　

勇
）

ひ
ょ
う　

が

逢　

見　
 
竜　

正 （
逢
見　

智
哉
）

り
ゅ
う　

せ
い

尾　

山　
　
　
 
雫 （
尾
山　

一
輝
）

し
ず
く

尾　

山　
 
由　

依 （
尾
山　

浩
崇
）

ゆ　
　
　

い

北　

川　
 
佳　

乃 （
北
川　

広
幸
）

か　
　
　

の

京　

谷　
　
　
 
澪 （
京
谷　

尚
登
）

し
ず
く

工　

藤　
 
晴　

大 （
工
藤　

寛
生
）

せ
い　
　

た

桜　

庭　
　
　
 
創 （
桜
庭　
　

恵
）

そ
う

佐
々
木　
　
　
 
陸 （
佐
々
木
優
太
）

り
く

下
川
部　
 
陽　

鞠 （
下
川
部　

滋
）

ひ　
　

ま
り

髙　

橋　
 
祇  
桜  
羅 （
髙
橋
よ
し
み
）

き 

お 

ら

髙　

橋　
 
真　

咲 （
髙
橋　

康
治
）

ま　
　

さ
き

滝　

澤　
 
陽　

葵 （
滝
澤　

勇
樹
）

ひ
な　
　

た

中　

村　
　
　
 
優 （
中
村　

唯
人
）

ゆ
う

日　

沼　
　
　
 
翼 （
日
沼　

知
之
）

つ
ば
さ

藤　

島　
 
裕　

茉 （
藤
島　

基
芳
）

ゆ　
　
　

ま

松　

原　
 
璃　

侑 （
松
原　

茂
樹
）

り　
　

ゆ
う

村　

松　
 
龍　

人 （
村
松　

翔
平
）

り
ゅ
う　

と

山　

本　
 
悠　

翔 （
山
本　
　

要
）

ゆ
う　
　

と

【
鶉
小
学
校
】
３
名

佐　

藤　
　
　
 
匠 （
佐
藤　

貴
彦
）

た
く
み

佐　

藤　
 
悠　

大 （
佐
藤　
　

明
）

ゆ
う　

だ
い

藤　

岡　
 
百　

恵 （
藤
岡　

俊
吾
）

も
も　
　

え

【
館
小
学
校
】
６
名

伊
勢
谷　

め　

い
（
伊
勢
谷　

愛
）

伊　

藤　
 
琉　

生 （
伊
藤　

伸
吾
）

る　
　
　

い

齊　

藤　
 
詩　

穂 （
齊
藤　

利
弥
）

し　
　
　

ほ

成　

田　
 
桃　

花 （
成
田　

勝
憲
）

も
も　
　

か

藤　

島　
　
　
 
奏 （
藤
島　

大
輔
）

か
な
で

三　

原　
 
悠　

照 （
三
原　

誓
史
）

ゆ
う　

し
ょ
う

入学おめでとう！
ピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッカカカカカカカカカカピピピピピピピピピピカカカカカカカカカカピッカピカののののののののののの新新新新新新新新新新１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹新１年生を紹介介介介介介介介介介介

 
※
１  
氏
名
は
児
童
（
保
護
者
）
の
五
十
音
順
。 
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

 
※
2  
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
掲
載
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ

　
　
　

た
児
童
（
保
護
者
）
の
紹
介
は
見
送
り
ま
し
た
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

11

　

町
で
は
、『
う
さ
ぎ
サ
ー
ク
ル
』
の
活
動
（
毎
週
水
曜
日　

時
～　

時
）
を

10

12

通
し
て
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
の
集
い
の
場
や
お
子
さ
ん

同
士
の
交
流
機
会
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
で
も
同
様

の
取
組
と
し
て
『
ト
ド
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
美
和
に
開
設
（
月
曜
～
金

曜
日　

時
～　

時
）
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

10

17

来
年
度
の
当
町
の
新
入
学
児
童
は
３
校　

名
の
予
定
で

30

す
（
２
月　

日
現
在
）
。
こ
こ
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校
に

23

入
学
す
る
新
１
年
生
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.

2

「
例
年
に
な
い
大
雪
に
日
本
全
体
が
見
舞
わ
れ
た
こ
の
冬
、
こ
こ
館
の
地
も
数
年
来
の
積
雪
と
な
り
、

今
年
の
春
の
雪
解
け
は
本
校
の
閉
校
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
遅
く
な
り
そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
」

厚沢部町立
館中学校閉校式

「3,205名もの人材を輩出し 71年の歴史に幕」

「
『
館
中
最
後
の
生
徒
』
と
い
う
責
任
と
誇
り
は
、
今
後
の
自
分
を
支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」

　

2
月　

日　

、
厚
沢
部
町
立
館

18

（日）

中
学
校
（
太
多
弘
之
校
長
、　

名
）

18

の
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
在
校
生
や

同
窓
生
、
教
職
員
ら
約
2
2
0
名

が
出
席
。
思
い
出
溢
れ
る
学
び
舎

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和　

（
1
9
4
7
）
年

22

5
月
、
館
小
学
校
に
併
置
し
開
校
。

学
級
数
3
、
生
徒
数
1
3
3
名
で

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
昭
和　

年
、

24

館
中
学
校
と
し
て
独
立
。
昭
和　
38

年
度
に
学
級
数
8
、
生
徒
数
3
2

7
名
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和　

年
～　

年
に
は
現
在
地
に

45

46

新
校
舎
を
建
設
し
、
当
時
と
し
て

管
内
随
一
の
近
代
的
施
設
設
備
の

校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成　

年
3
月
、
館
中
最

30

後
と
な
る
3
2
0
5
人
目
の
卒
業

生
を
輩
出
し
閉
校
と
な
り
ま
す
。

　

同
校
の
校
章
は
昭
和　

年
頃
、

27

生
徒
と
教
職
員
に
よ
っ
て
制
作
。

外
側
の
輪
郭
部
分
は
館
城
の
外
壁

を
形
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史

の
重
み
と
郷
土
の 
礎 
を
表
現
し
た

い
し
ず
え

デ
ザ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
校
章
が
入
っ
た
校
旗
を
町
に

返
納
し
た
太
多
校
長
は
「
最
後
の

1
年
間
は
『
館
中
ブ
ラ
ン
ド
～
館

中
ら
し
さ
の
追
求
（
挨
拶
・
誠
実
・

思
い
や
り
）
～
』
を
様
々
な
活
動
の

中
で
意
識
し
て
取
り
組
み
、
成
長

の
証
を
示
し
て
く
れ
た
」
と
挨
拶
。

生
徒
を
代
表
し
て
由
利
美
羽
さ
ん

（
3
年
）
は
「
館
中
は
生
徒
全
員
が

本
当
に
仲
良
く
思
い
や
り
に
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
学
校
。
館
中
で
学

ん
だ
こ
と
は
今
後
の
自
分
を
支
え

る
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
。
館
中

ブ
ラ
ン
ド
を
統
合
校
に
も
伝
え
て

欲
し
い
」
と
後
輩
に
託
し
ま
し
た
。

渋
田
正
己
町
長
は
「
館
中
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
に
満
ち
た

人
生
を
一
歩
一
歩
胸
を
張
っ
て
進

み
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
欲
し

い
」
と
式
辞
。
来
賓
の
河
野
秀
平
檜

山
教
育
局
長
と
鈴
木
祥
司
町
議
会

議
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
館
中
の
あ

ゆ
み
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。
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＜ご不明な点は南部桧山衛生処理組合（TEL53－6301）にお問い合わせください＞

南部桧山衛生処理組合からのお知らせ

４月より 『自己搬入のごみ処理手数料を改定』 します

Notice！　Notice！　Notice！　Notice！　Notice！　Notice！　Notice！　Notice！　 Notice！　

ご
注
意
を
！　

４
月
１
日
よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
！　

ご
理
解
を
！　

４
月
１
日
よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
！　

ご
注
意
を
！　

４
月
１
日
よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
！　

ご
理
解
を
！

函
館
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
  
◎
3
月
末
日
に
『
バ
ス
カ
ー
ド
（
磁
気
カ
ー
ド
）
』
の
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

　
　
　

（
購
入
済
の
カ
ー
ド
は
『
平
成　

年
3
月　

日
迄
』
ご
利
用
で
き
ま
す
）

32

31

　
  
◎
４
月
よ
り
『
定
期
券
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
イ
カ
す
ニ
モ
カ
）
に
変
わ
り
ま
す
。

☆作成・問合せは

4

屋根からの落氷雪事故に注意！　沿道建物等からの落氷雪による死傷事故を始めとした雪害事
故は毎年各地で発生し、過去５年間の死傷者数は1,935名にも及

びます。これから春先にかけても安全に過ごし、雪害事故に遭わ

ない、起こさないため、次のことに注意するようお願いします。

□ 落氷雪事故は気温がマイナス３℃からプラス３℃程度の時に
　 発生しやすいという特徴があるため早めの除雪を！また、除

　 雪の際は歩行者や遊んでいる子ども等に十分注意を！

□ ビルの壁や窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも大変危

　 険です。付着した氷雪の除去は早めに！また、 落氷雪の除去

　 の際には、歩行者への十分な安全対策を行うように！

□ 軒下を通行する時は、屋根からの落氷雪に十分注意を！

□ 軒下や道路では、絶対に子どもを遊ばせないように指導を！

□ 落氷雪があった場合は、負傷者が発生していないか直ぐに確

　 認するとともに、歩行者の通行の支障にならないよう直ちに

　 排除を！

□ 交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地

　 内の積雪を道路に出さないように！

厚沢部町・北海道開発局・北海道・北海道警察

Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！    
　
　

危
険
！　

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！　

お
願
い
！　

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！　

危
険
！　

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！　

お
願
い
！　

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

ド

ラ

ム

式

洗

濯

乾

燥

機

を

使

用

す

る

際

の

注

意

点

！

小さなお子様のいるご家庭は特に注意を！
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気
楽
に
集
ろ
う

気
楽
に
集
ろ
う
！！

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ンン

あ
か
ぬ
ま
』
始
動

あ
か
ぬ
ま
』
始
動
！！

　

お
試
し
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
『
赤
沼
地
区
集
ま
り
の
場
』

が
２
月
３
日　

、
赤
沼
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で

（土）

行
わ
れ
、
赤
沼
地
区
の
住
民　

名
が
参
加
。
そ
ば
打
ち
や

24

書
初
め
体
験
、
カ
ー
リ
ン
コ
ン
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
町
が
今
年
度
設
立
し
た
『
町
地
域
支
え

あ
い
推
進
協
議
体
』（
笹
谷
勝
博
会
長
）
が
主
管
し
、「
地

域
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

た
く
さ
ん
笑
う
こ
と
が
大
事
。
気
楽
に
集
え
る
機
会
を

作
ろ
う
」
と
協
議
体
の
会
長
と
副
会
長
が
居
住
す
る
赤

沼
町
を
町
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
検
討
。
当
日
、『
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
あ
か
ぬ
ま
』
と
命
名
し
始
動
し
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまちののののののののののの  支支支支支支支支支支ええええええええええ愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛支え愛

「
じ
ゅ
ん
ば
ん
こ

「
じ
ゅ
ん
ば
ん
こ
」」

支
え
愛
の
気
持
ち

支
え
愛
の
気
持
ち
をを

受
け
継
い

受
け
継
い
でで

　

町
内
３
中
学
校
の
統
合
前
最
後
の
交
流
事
業
『
高
齢

者
宅
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
が
2
月　

日　

に
行
わ

14

（水）

れ
、
生
徒
ら　

名
が
鶉
町
の
高
齢
者
集
合
住
宅
と
南
館

87

町
の
独
居
高
齢
者
宅
の
２
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
し

た
。
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た
南
館
町
の
村
田

ア
イ
さ
ん
（　

歳
）
は
「
高
齢
な
の
で
本
当
に
あ
り
が
た

90

い
で
す
」
と
何
度
も
生
徒
た
ち
に
お
礼
の
気
持
ち
を
伝

え
、
館
中
の
板
坂
陽
莉
さ
ん
（
２
年
）
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
て
自
分
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た

し
、
い
つ
も
雪
か
き
を
し
て
く
れ
る
家
族
の
あ
り
が
た

さ
も
感
じ
た
」
と
充
実
し
た
表
情
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

▲町地域支えあい推進協議体・笹谷会長が赤沼地区の取組を紹介

地
域
住
民
ら

地
域
住
民
ら
がが

支
え
合
う
地
域

支
え
合
う
地
域
をを

目
指
し
て
話
し
合

目
指
し
て
話
し
合
うう

　

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
互
助
体
制
づ
く
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ
『
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
講
演
会
』
が
2

月　

日　

、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
地
域
住
民

23

（金）

ら　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
町
保
健
福
祉

47
課
・
木
村
千
律
主
幹
が
『
町
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
』
を
説

明
後
、
道
教
育
大
学
函
館
校
・
齋
藤
征
人
准
教
授
が
『
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け
る
た
め
に
』
を
講
演
。
参

加
者
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
た
め
に
私
（
た
ち
）
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
き
る
こ

と
』
を
協
議
し
、「
自
分
の
出
来
る
事
を
1
人
ひ
と
り
集

め
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
」
等
と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

▲町社会福祉協議会が赤い羽根共同募金の助成を受け主催しています。

▲今月は18日（日）10時より百人一首や健康麻雀等で交流する予定です。
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▲大勢食べる恵方巻きは格別！食改さん協力ありがとうございました！

恵
方
巻
き
を
ガ
ブ

恵
方
巻
き
を
ガ
ブ
ッッ

無
病
息
災

　

無
病
息
災
をを

３
世
代

３
世
代
でで
願
う
願
う

　

２
月
２
日　

、
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
マ
マ
ら
が

（金）

集
う
『
う
さ
ぎ
サ
ー
ク
ル
』
で
節
分
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
う
さ
ぎ
サ
ー
ク
ル
会
員
５
組　

名
が
参
加
。
町
食
生

10

活
改
善
協
議
会
（
食
改
）
か
ら
も
８
名
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
恵
方
巻
き
づ
く
り
と
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
１
歳

～
２
歳
児
は
恵
方
巻
き
を
作
っ
て
い
る
マ
マ
の
膝
の
上

で
つ
ま
み
食
い
。
先
輩
マ
マ
の
食
改
さ
ん
は
「
次
は
何
食

べ
る
～
？
」「
何
歳
な
の
？
私
の
孫
と
同
じ
く
ら
い
だ
」

と
笑
顔
で
話
し
か
け
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
は
「
家

で
は
子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
料
理
す
る
余
裕
が
な
い
の
で

貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

歌
に
踊
り
に
大
盛

歌
に
踊
り
に
大
盛
況況

函
館
か
ら
厚
沢
部

函
館
か
ら
厚
沢
部
をを

盛
り
上
げ
る

盛
り
上
げ
る
！！

　

２
月
３
日　

、
函
館
市
と
近
隣
市
町
に
在
住
の
厚
沢

（土）

部
町
出
身
者
で
組
織
す
る
函
館
厚
沢
部
会
（
久
保
田
知

行
会
長
・　

名
）
の
定
期
総
会
と
新
年
懇
親
会
が
ホ
テ
ル

110

法
華
ク
ラ
ブ
函
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
渋
田
町
長
や

田
山　

支
店
長
ら
総
勢　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
久
保

JA

53

田
会
長
は
「
昭
和　

年
に
設
立
さ
れ
た
函
館
厚
沢
部
会

55

も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
陰
で　

年
目
を
迎

38

え
た
。
２
年
後
の
設
立　

周
年
に
は
記
念
誌
を
作
成
し

40

た
い
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
る
記
念

す
べ
き
年
な
の
で
東
京
厚
沢
部
会
や
札
幌
厚
沢
部
会
と

合
同
で
何
か
企
画
で
き
れ
ば
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

▲「相手の考えていることを聴こうとする姿勢が大切です！」

心
通
う
会
話
の
秘

心
通
う
会
話
の
秘
訣訣

『
話
す
』
の
で
は
な

『
話
す
』
の
で
は
な
くく

『
聴
く
』
に
徹
す
る

『
聴
く
』
に
徹
す
る
！！

　

２
月
３
日　

、
檜
山
管
内
結
婚
支
援
広
域
連
携
促
進

（土）

事
業
『
男
性
の
た
め
の
マ
ナ
ー
講
座
～
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
マ
ル
秘
術
～
』（
檜
山
振
興
局
主
催
・
厚
沢
部
町
共
催
）

が
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内

外
よ
り
男
性
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
マ
ナ
ー

講
座
は
、
同
日
に
開
催
の
『
厚
沢
部
町
出
会
い
・
賑
わ
い
・

元
気
づ
く
り
事
業
第
３
章
「
恋
に
活
～
雪
を
溶
か
す
ほ

ど
に
～
」
』
に
参
加
す
る
男
性
向
け
に
企
画
。
講
師
に
一

般
社
団
法
人
む
す
び
代
表
理
事
・
黒
澤
ま
ゆ
美
氏
を
招

き
、『
人
に
好
感
を
持
た
れ
る
話
し
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
』

や
『
気
配
り
と
行
動
力
の
大
切
さ
』
等
を
学
び
ま
し
た
。

▲会場内は大盛況。素敵な歌声と三味線をバックに会話も弾みます！

今年の方角は

南南東！
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館
城
で
初
め
て
学
術
的
な
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和　

年
39

の
こ
と
で
し
た
。
北
海
道
大
学
の

大
場
利
夫
先
生
が
来
町
さ
れ
、
発

掘
調
査
の
指
揮
を
取
り
ま
し
た
。

　

年
以
上
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
調

50査
に
参
加
さ
れ
た
人
が
厚
沢
部
町

役
場
に
い
ま
す
。

　

渋
田
正
己
町
長
そ
の
人
で
す
。

　

役
場
職
員
2
年
目
の
渋
田
青
年

は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
せ
ら

れ
て
館
城
に
行
き
、
井
戸
を
掘
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　

「
上
か
ら
泥
は
降
っ
て
く
る
し

狭
い
井
戸
の
中
で
身
動
き
も
で
き

な
い
の
に
館
地
区
の
長
老
た
ち
が

あ
っ
ち
を
掘
れ
、
こ
っ
ち
を
掘
れ

と
指
示
す
る
の
で
大
変
だ
っ
た
」

と
語
り
ま
す
。

　

渋
田
町
長
が
調
査
さ
れ
た
井
戸

の
写
真
に
は
、
桶
を
2
段
ほ
ど
重

ね
て
井
戸
枠
と
し
て
い
た
様
子
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

井
戸
の
中
か
ら
は
陶
磁
器
や
木

製
品
な
ど
が
多
く
出
土
し
た
よ
う

で
す
。
郷
土
資
料
館
で
保
管
し
て

い
る
資
料
の
中
に
も
『
井
戸
跡
出

土
』
と
注
記
さ
れ
た
陶
磁
器
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
木
製
品
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
井
戸
の
よ
う
な
水
に
浸
か
っ

た
環
境
は
腐
り
や
す
い
遺
物
が
よ

く
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
渋
田
青
年
で

し
た
が
「
真
夏
に
カ
ッ
パ
を
着
て

井
戸
を
掘
る
の
は
暑
く
て
暑
く
て

大
変
だ
っ
た
」
そ
う
で
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

昭
和　

年
の
館
城
発
掘
調
査

39

弁
護
士
か
ら
「
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
も
、「
弁
護
士
が

ど
う
い
う
人
か
分
か
ら
な
い
」「
私

の
悩
み
は
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ

と
な
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、「
私
の
悩
み
は
弁
護
士

に
相
談
し
た
方
が
良
い
か
も
？
」

と
少
し
で
も
不
安
に
な
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
電
話
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の

電
話
が
き
っ
か
け
で
問
題
が
解
決

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

加
地　

彰
吾
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

弁
護
士
の
加
地
彰
吾
で
す
。

76

　

道
南
は
雪
が
少
な
い
地
域
と
聞

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
気

候
に
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

例
年
に
な
い
寒
波
が
襲
来
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
私
は
、
お
か
げ
さ

ま
で
風
邪
を
ひ
く
こ
と
な
く
元
気

に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
お

寒
い
よ
う
で
す
の
で
皆
様
お
体
に

は
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

私
は
江
差
に
来
て
生
ま
れ
て
初
め

て
夜
の
吹
雪
の
中
を
運
転
し
ま
し

た
。
想
像
以
上
に
視
界
が
狭
く
な

り
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
函

館
か
ら
江
差
に
帰
る
途
中
に
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
に
遭
遇
し
、
一
瞬
で

す
が
、
全
く
前
が
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
怖
か
っ
た
で
す
。

幸
い
に
し
て
事
故
は
起
こ
さ
な

か
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
雪
の
日
は
特
に
安
全
運
転
を

心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
弁
護
士
事
務
所
は
敷
居
が
高

い
」
と
言
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
、
弁
護
士
は
多
く

の
方
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
は

言
え
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
働
く
た
め
の

『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』

が
４
月
よ
り
開
始
！

Vol.

8

　

み
な
さ
ん
も
連
作
が
良
く
な
い

と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
で
は
「
ど
の
よ
う
な
輪
作

の
順
番
が
良
い
の
か
」
、
畑
作
4
品

目
の
土
壌　

に
着
目
し
て
考
察
し

ｐＨ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
畑
作
4
品
目
の
代
表
的

な
も
の
は
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
（
大
豆
・

小
豆
）
、
小
麦
、
て
ん
菜
で
す
。
北
海

道
の
土
壌
診
断
基
準
で
は
、
畑
作

物
は　
　

～　

が
良
い
と
さ
れ
て

ｐＨ
5．5

6．5

お
り
、
そ
の
中
で
も
、
馬
鈴
薯
は
低

　

側
、
て
ん
菜
は
高　

側
、
小
麦
と

ｐＨ

ｐＨ

豆
類
は
中
間
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
輪
作
の
順

番
と
し
て
は
、『
馬
鈴
薯
→
小
麦
→

て
ん
菜
→
豆
類
』
や
『
馬
鈴
薯
→
豆

類
→
て
ん
菜
→
小
麦
』
な
ど
が
理

想
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

低　

で
栽
培
さ
れ
る
馬
鈴
薯
の
翌

ｐＨ
年
に
て
ん
菜
を
栽
培
す
る
に
は
、

　

を
大
幅
に
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ｐＨ短
期
間
で
は
改
良
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
低　

の
ま
ま
、
て

ｐＨ

ん
菜
を
栽
培
す
る
と
、
生
育
が
悪

く
な
り
収
量
が
著
し
く
低
下
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
に
て
ん
菜
の
後
に
馬
鈴
薯
を
栽

培
す
る
と
、　

が
高
い
こ
と
に
よ

ｐＨ

り
、
そ
う
か
病
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

強
制
的
に　

を
下
げ
る
こ
と
は
難

ｐＨ

し
い
た
め
、
て
ん
菜
を
栽
培
し
た

圃
場
の
翌
年
は
馬
鈴
薯
の
作
付
け

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
輪
作
体
系
に
野
菜
が
含

ま
れ
る
場
合
は
、
野
菜
も
一
般
的

に
高　

が
望
ま
し
い
の
で
、
て
ん

ｐＨ

菜
と
同
様
に
考
え
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

望
ま
し
い
４
年
輪
作
の
順
番
『
適
正　

の
観
点
よ
り
』

ｐＨ

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

　

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

20の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
っ

て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、
万
が
一
、
病
気
や

ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
時
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま

す
。
学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
将

来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

承
認
を
受
け
て
か
ら　

年
間
の
う

10

ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
（
承
認
を
受
け
て
か
ら
3

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
加
わ
り
ま
す
）
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
院
や

大
学
、
短
期
大
学
、
高
校
、
専
修
学

校
な
ど
の
ほ
か
各
種
学
校
（
1
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在

学
す
る　

歳
以
上
の
学
生
で
す
。

20

ま
た
、
夜
間
や
定
時
制
、
通
信
制
課

程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
に

は
年
金
手
帳
と
学
生
証
（
裏
面
に

有
効
期
限
等
の
記
載
が
あ
る
場
合

は
裏
面
も
含
む
）
の
写
し
、
ま
た
は

在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書

の
原
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
申
請
が
承
認
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
住
民

　

年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

☎

6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

事
業
主
の
皆
さ
ま
・

有

期

労

働

契

約

で

働

く

皆

さ

ま

へ

安
心
し
て
働
く
た
め
の

『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』
と
は

　

有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
て

通
算
5
年
を
超
え
た
時
は
、
労
働

者
の
申
込
み
に
よ
り
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契

約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

通
算
5
年
の
カ
ウ
ン
ト
は
平
成　
25

年
4
月
1
日
以
降
に
締
結
し
た
有

期
労
働
契
約
か
ら
開
始
し
ま
す
。

（
左
の
頁
の
下
図
を
参
照
の
こ
と
）

■
対
象
と
な
る
方
は

　

雇
用
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
原

則
と
し
て
契
約
期
間
に
定
め
が
あ

る
有
期
労
働
契
約
が
通
算
5
年
を

超
え
る
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。

■
無
期
転
換
の
申
込
み
は
書
面
で

　

無
期
転
換
申
込
権
の
発
生
後
、

働
く
方
が
会
社
に
対
し
て
無
期
転

換
す
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
、
無

期
労
働
契
約
が
成
立
し
ま
す
（
会

社
は
断
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）
。

申
込
み
は
口
頭
で
も
有
効
で
す
が

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
書
面
で

行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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☆これまでの活動☆

　厚沢部町では、春と秋の総合健診や農協組合員対象のＪＡ

巡回ドックのほかに国保病院での個別健診（７月から２月）や

個人的に病院で特定健診と同じ検査項目を受けている方を対

象に検査結果の提供をお願いしてきました。また、若い世代や

国保加入者以外の方が健診を受けられるよう、平成28年度か

らは、若年者健診（20歳～39歳）や社保と共済の扶養者健診を

設けました。健診を受けていない方には健診の必要性を理解

していただけるようにチラシを送付したり電話で説明をした

りと、健診を受ける方が多くなるような活動をしてきました。

奈 良 陽 子

ごめんください
保健師です

335

※厚沢部町と中富良野町の順位等は法定報告速報値を参考にしています。

特定健診は、40歳～74歳の国民健康保険に加入されている全ての方が対

象です。定期的に通院先で血液検査をしていても対象外とはなりません。

町民皆さまのご理解とご協力をお願いします！

厚沢部町の『特定健診』を
もう一度振り返りましょう！

〇 現在の状況 〇

　厚沢部町の特定健診受診率は全道179市町村中116位と

低く10人に３人しか受けていません。１位の中富良野町は10

人に７人と厚沢部町の２倍以上の方が受けています。

　国から、「市町村の特定健診受診率は60％」と目標を定めら

れていますが、近年、厚沢部町の受診率は30％前後・・・。目標

を達成することができていません。

実施している検査項目を知っていますか？

　当町の特定健診では、糖尿病が悪くなった状態を早い時期

に発見できる『尿中アルブミン』という腎機能の検査や痛風を

発見できる『尿酸』と心電図検査を町独自で実施しています。

また、検査結果によっては貧血検査や眼底検査も実施してい

ます。健診を受けない理由で多いのが「通院先で検査をしてい

るから」というものですが、通院先でこのような検査を受けら

れているか、今一度、見直してみてはいかがでしょうか。

※町独自の検査項目は総合健診やＪＡ巡回ドック、個別健診

　のみで実施しています。

なぜ、健診を受けなければならないのか？

　健診は病気を早く見つけることも１つの目的ですが、それだけではありません。

様々な検査を１回に実施することで、「病気がどの程度進んでいるか」「病気の管理

がうまくできているか」を知ることができます。そして、全ての結果から体の状況

に合わせて今現在の生活を見直しして欲しいと思っています。

10

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

98

平
成　

年
農
業
委
員
の
活
動
状
況

29

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　農業委員会等に関する法律に基づいて市町村に設置が義務づけられている農業委員会は、農地法

に基づく売買や貸借の許可、農地転用案件への意見具申、遊休農地の調査や指導等を中心に農地に

関する事務を執行しています。 ここでは、平成29年農業委員の活動状況についてお知らせします。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

Vol.８

　

今
年
度
、『
素
適
な
過
疎
づ
く
り

㈱
』
や
『
厚
沢
部
農
楽
会
』
で
の
取

組
に
参
加
す
る
中
で
自
分
が
厚
沢

部
町
で
挑
戦
し
た
い
こ
と
が
少
し

ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
長
期
の
滞
在
者
や
農
作

業
ア
ル
バ
イ
ト
た
ち
と
交
流
す
る

農
家
さ
ん
、
猟
友
会
の
方
々
の
姿

を
そ
ば
で
見
て
来
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
実
利
を
超
え
た
絆
が
生
ま
れ

る
瞬
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の

場
を
離
れ
た
今
で
も
そ
の
関
係
は

続
い
て
い
ま
す
。「
そ
ん
な
繋
が
り

を
も
っ
と
増
や
し
た
い
！
太
く
し

た
い
！
」
と
考
え
、
来
年
度
か
ら
は

町
外
の
方
と
農
家
さ
ん
を
始
め
と

し
た
町
内
の
皆
さ
ま
と
の
中
継
点

に
な
れ
る
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
を

厚
沢
部
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。（
も
ち
ろ
ん
狩
猟
も
継
続
し

て
頑
張
り
ま
す
！
）

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
と
対

面
し
、
お
話
す
る
機
会
が
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
改
め
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊 
吉
田
典
幸
】

　

立
春
も
過
ぎ
暦
の
上
で
は
春
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
ね
。
初
め
て
体
験

し
た
北
海
道
の
冬
は
「
や
っ
ぱ
り

雪
の
量
す
ご
い
わ
～
」
な
ん
て
思

い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
や
ら
今
年
は
か
な
り
記

録
的
な
大
雪
の
よ
う
で
し
た
ね　
（笑）

み
な
さ
ま
連
日
の
雪
か
き
お
疲
れ

様
で
す
！
も
う
す
ぐ
訪
れ
る
春
の

日
差
し
が
楽
し
み
で
す
ね
！

　

そ
し
て
私
は
、
厚
沢
部
に
移
住

し
て
、
も
う
間
も
な
く
1
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
い

野
菜
に
綺
麗
な
景
色
、
心
温
か
い

地
元
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
な
ん
と
か
越
冬
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
！　
（笑）

▲雪の多さに疲れ気味の吉田隊員

Vol.
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〔この頁は町ホームページでカラー掲載しています〕

図書館
新　書
情   報

「フライパンで蒸し料理」

（堤　人美　著）　
　

　蒸し器や 蒸籠 がなくてもフライパンで簡
せいろ

単に蒸し料理が作れちゃう！

　毎日のおかずからごちそうまでフライパ

ンで作る色んな蒸しレシピを紹介。

「ぜんぶ　小鍋」

（大庭　英子　著）　１人～２人暮らしの人を対象にした簡単
レシピシリーズ。

　少ない食材を切って煮るだけの鍋料理48

品を紹介。栄養バランスもよく味付けもバリ

エーション豊か！

　大根を下ゆですることにより、調理時間が短縮

でき、味が染み込みやすくなります。とろみをつけ

ることにより、少量の調味料でもしっかりと味を

感じることができます。

【材料】（２人分）

●大根　１/４本

●鶏ひき肉　100ｇ

●長ネギ　１/３本

●しょうが　１片

●サラダ油　小さじ２

●しょうゆ　大さじ４

●酒　大さじ３

●みりん　大さじ３

●片栗粉　大さじ１と1/2

●水　100ｃｃ

【作り方】

①大根を１㎝幅のいちょう切りにして

　下ゆでする。長ネギとしょうがはみじ

　ん切りにする。

②フライパンに油を敷き、しょうがを炒

　めて香りを出す。鶏ひき肉を加えて炒

　めたら調味料で味付けし、ねぎを放し

　とろみ付けする。

③ゆでた大根を入れ、全体にからめれば

　完成。

エネルギー 158 kcal

塩分　   　　　2.5 g

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメ
ント

今月の簡単レシピ

ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆでででででででででで大大大大大大大大大大根根根根根根根根根根ゆで大根ののののののののののの

ああああああああああんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかあんかけけけけけけけけけけけ

３月は、新生活に向けての準備で忙しい季節。

４月から一人暮らしをする人も多いかと思います。

今回は簡単レシピをテーマにした本を紹介します。

おすすめ図書
体　育 
協　会
情　報

☆開催期日：平成30年２月４日（日）

☆開催場所：太鼓山スキー場

☆主管者名：厚沢部スキークラブ

＜級別テスト＞

（２級）坂上昌則・久保田彩香・杉野碧希・

　　　竹中彩華

（３級）坂上空良・太田玲緒奈・柴田湊・

　　　今井悠月・大口あす美・成澤亮太朗・

　　　渡辺光凰

（４級）桜庭里緒・大口紗空

＜ジュニアテスト＞

（１級）太田塔也

（２級）石井透子・朝倉琥太郎

（３級）福島侑芽

（４級）尾山相依

（５級）今井蒼月・髙橋昊佑

2018厚沢部
町スキー検
定会合格者

　

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。

　また、リクエストや道立図書館からの貸出も受け付けしています。

　どうぞ、お気軽にご利用ください。

●問合せ先　図書館（直通）☎64‐3436

12

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

３月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり
　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

３月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は9.23日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　1.6.7.14.15.20.28.29日
午後　14.28日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　8.29日（予約以外は10時迄に受付）
午後　7.14.28日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　2.16.30日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

   月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

　 66日（火）・17日（水）

　 13日（火）・14日（水）午前

　 27日（火）・28日（水）

眼 科 

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★子どもの健康セミナー要旨③
「予防接種と感染症」

　毎年度のように情報が変わっている分野で、この

時期の感染症といえばインフルエンザですね。

①集団免疫：その集団の75%がある感染症に免疫を

持っていると流行が起こらないと言われています。

接種によって接種者はもちろん、接種者の近くにい

る別な方も一緒に守られるという考え方です。

②同時接種：不活化ワクチンの同時接種を希望され

る方は全国的にもほぼ100%です。同時接種による副

反応の増強作用は無いと考えられています。むしろ

受診が増えることに関するいくつかのデメリットが

大きいでしょう。他の地域では一般的である『生ワク

チン』の同時接種もできるように準備中です。

③任意接種：基本的にいずれもお勧めしています。当

地のロタワクチンの接種率の低さが気になります。

おたふくについては後天性難聴の主要な要因である

ため小児科だけでなく最近は耳鼻科学会も接種推奨

の声明を出しています。

④感染症迅速検査：インフルエンザなどは綿棒の迅

速検査の結果だけで、その病気かどうかを診断する

ことはできません。検査の特性や診察所見、流行状

況、検査による予測有病率の概算等で総合的に診断

を行うため時に検査をせずに結論を出すこともしば

しばあります。　　   　　　【小児科医長　野上和剛】

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。
　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。
　 皆様のご理解ご協力をお願いします。
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樺
樺
樺
樺
樺

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日２６１１連続

平成30年2月23日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　3月10日（土）は休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

（
受
付
時
間
：
9
時
～　

時
）

17

― ３月＆４月の行事＆お知らせ ―

○
高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

【
学
科
・
実
技
】

◆
日
時　

4
月　

日　

9
時
～

19

（木）4
月　

日　
20

（金）

◆
受
講
料　

3
6
，
4
1
0
円

◆
申
込
み　

3
月
9
日　

～
（金）

4
月
5
日　

迄
（木）

○
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

【
学
科
・
実
技
】

◆
日
程　

4
月　

日　

9
時
～

27

（金）4
月　

日　
28

（土）

◆
受
講
料　

3
3
，
9
4
0
円

◆
申
込
み　

3
月　

日　

～

20

（火）

4
月　

日　

迄

20

（金）

☆
学
科
会
場
は
、
い
ず
れ
も
檜
山

　

建
設
会
館
（
江
差
町
字
円
山
2

　

9
9
‐
1
5
）

☆
問
合
せ
・
申
込
み
は
、
同
協
会
江

　

差
分
会
（
檜
山
建
設
協
会
内
）　

☎

5
2
‐
1
8
1
3

戸 籍 の 窓
（2月23日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－5）2,3281,2191,1091,156下地区

（－1）694354340341鶉地区

（－5）959498461465館地区

（－11）3,9812,0711,9101,962全　町

平成30年1月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

14件今月の寄附件数

355,000円今月の寄附金額

42件
平成29年度
寄附件数累計

1,300,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（2月23日届出分まで）

※外国人住民を含む

電話番号病院名当番日

52-1366勤医協江差診療所3月24日（日） 

52-0036道立江差病院11日（日） 

62‐2331乙部町国保病院18日（日） 

52-0036道立江差病院21日（祝） 

55-2017上ノ国診療所25日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院4月21日（日） 

○
抹
消
登
録
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
4
月
1
日
時
点
の

自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
3
月
中
に
運
輸
支
局
で
抹
消

登
録
を
行
っ
た
場
合
は
、
平
成　
30

年
度
分
の
自
動
車
税
は
課
さ
れ
ま

せ
ん
。
使
用
し
て
い
な
い
自
動
車

が
あ
る
場
合
は
抹
消
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
問
合
せ
先　

檜
山
振
興
局
税
務

　

課
（
☎

5
2
‐
6
4
7
1
）　

○
確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
3

月　

日　

、
消
費
税
及
び
地
方
消

15

（木）

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

は
4
月
2
日　

が
期
限
で
す
の
で

（月）

お
早
め
に
税
務
署
に
提
出
を
！

自
動
車
税
の
登
録
抹
消
と

確
定
申
告
書
の
提
出
期
限

○
車
両
系
建
設
機
械　

安
全
衛
生

（整）

　

教
育
（
再
教
育
）【
学
科
の
み
】

◆
日
時　

4
月
3
日　

9
時
～

（火）

◆
受
講
料　

9
，
0
2
0
円

◆
申
込
み　

3
月　

日　

迄

28

（水）

○
玉
掛
安
全
衛
生
教
育
（
再
教
育
）

【
学
科
の
み
】

◆
日
時　

4
月
4
日　

9
時
～

（水）

◆
受
講
料　

9
，
2
2
9
円

◆
申
込
み　

3
月　

日　

迄

28

（水）

○
玉
掛
技
能
講
習
【
学
科
・
実
技
】

◆
日
時　

4
月　

日　

9
時
～

16

（月）4
月　

日　
18

（水）

◆
受
講
料　

3
4
，
0
4
5
円

◆
申
込
み　

3
月
9
日　

～
（金）

4
月
5
日　

迄
（木）

直
近
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

当
路
・
齊
藤
政
雄
さ
ん
か
ら

1
0
0
，
0
0
0
円

◎
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

★
久
喜
市
・
加
貫
昌
弘
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
0
，
0
0
0
円

★
神
戸
市
・
永
井
嘉
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

★
大
阪
市
・
上
田
雅
也
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

★
岡
山
市
・
宮
田
貴
志
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
大
阪
市
・
山
田
浩
樹
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

館町　布久保イシ子さん（75歳）11/29

相生　杉目三樹三郎さん（84歳）11/29

おくやみもうしあげます

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

北
海
道
支
部
江
差
分
会
よ
り

14

★
江
差
町
文
化
会
館

○
3
月　

日　
13

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

○
4
月　

日　
17

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、
精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
（
3
月　

日　

午
前
中
迄
）

15

（木）

申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

3
月　

日　
 

20

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

行

４

 
＆ 事

お

知
ら
せ

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
実
施
事
業
の
お
知
ら
せ

☆
国
税
専
門
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格　

昭
和　

年
4
月
2

63

　

日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1
日
迄

　

に
生
ま
れ
た
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

3
月　

日　

～
4
月　

日　

30

（金）

11

（水）

◆
申
込
先　

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji

-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm

◆
問
合
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第

　

2
課
採
用
担
当　

☎

0
1
1
‐
2
3
1
‐
5
0
1
1

☆
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格　

昭
和　

年
4
月
2

63

　

日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1
日
迄

　

に
生
ま
れ
た
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

3
月　

日　

～
4
月　

日　

30

（金）

11

（水）

◆
申
込
先　

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji

-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm

◆
問
合
せ　

北
海
道
労
働
局
総
務

　

部
総
務
課　

☎

0
1
1
‐
7
0
9
‐
2
3
1
1

☆
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格　

昭
和　

年
4
月
2

61

　

日
か
ら
平
成　

年
4
月
1
日
迄

13

　

に
生
ま
れ
た
者

◆
申
込
期
間　

　

3
月　

日　

～
4
月　

日　

31

（土）

23

（月）

◆
問
合
せ　

江
差
警
察
署

　

☎

5
2
‐
0
1
1
0

☆
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

◆
待
遇　

入
学
金
や
授
業
料
等
は

　

一
切
不
要
。
学
生
に
は
入
校
と

　

同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て
の

　

毎
月
の
給
与
や
賞
与
を
支
給
。

◆
受
験
資
格　

平
成　

年
4
月
1

30

　

日
時
点
で
高
校
ま
た
は
中
学
校

　

卒
業
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

　

6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

3
月　

日　

～
4
月
6
日　

30

（金）

（金）

◆
申
込
先　

h
ttp
://w
w
w
.k
a
ih

o
.m
lit.g
o
.jp
/sa
iy
o
u
/b
o
sy
u

◆
問
合
せ　

第
一
管
区
海
上
保
安

　

本
部
総
務
部
人
事
課

　

☎

0
1
3
4
‐
2
7
‐
0
1
1
8

☆
国
家
公
務
員
採
用
試
験

○
総
合
職
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

3
月　

日　

～
4
月
9
日　

30

（金）

（月）

○
一
般
職
（
大
卒
程
度
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間　

　

4
月
6
日　

～
4
月　

日　

（金）

18

（水）

◆
申
込
先　

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji

-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

◆
問
合
せ　

人
事
院
北
海
道
事
務

　

局
第
二
課
試
験
係

　

☎

0
1
1
‐
2
4
1
‐
1
2
4
8

３ 
＆

申込締切受講料時　間日　程住民講座・技能講習名

3月16日（火）

各2,000円13：00～15：00

3月17日（水）

フラダンス教室

3月13日（火）3月14日（水）

3月16日（火）15,000円19：00～18：00
3月15日（木）
～16日（金）   

職長・安全衛生責任者教育

3月16日（金）16,000円18：30～20：30
3月27日（火）
～30日（金）   

パソコン初心者講習

各
種
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

★
募
集
科
目

　

機
械
技
術
科
、
シ
ス
テ
ム
制
御

　

技
術
科
、
建
築
技
術
科
、
自
動
車

　

整
備
科

★
募
集
人
員　

　

各
科
と
も
若
干
名

★
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成　

年
30

　

3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

★
出
願
期
限　

3
月　

日　

迄

31

（土）

★
問
合
せ　

　

道
立
函
館
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎

0
1
3
8
‐
4
7
‐
1
1
2
1

函
館
高
等
技
術
専
門
学
院

訓
練
生
随
時
募
集
に
つ
い
て
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「
史
上
最
多
！
記
録
更
新
！
」

▼
第　

回
冬
季
五
輪
平
昌
大

23

会
が
閉
幕
。　

日
間
の
熱
戦
に

17

幕
を
下
ろ
し
日
本
選
手
団
は

金
4
、
銀
5
、
銅
4
と
『
史
上
最

多　

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
』
。

13

日
本
国
民
が
歓
喜
に
泣
い
た
。

一
方
、
今
冬
の
厚
沢
部
町
は
寒

気
に
襲
わ
れ
大
雪
に
泣
い
た
。

2
月　

日
に
は
史
上
最
多
の

19

最
深
積
雪
1
6
1
㌢
を
記
録
。

（
従
来
の
最
深
積
雪
量
は
平
成

　

年
2
月　

日
の
1
4
2
㌢
）

24

27

1
月　

日
に
は
1
日
降
雪
量

12

で
史
上
最
多
の　

㌢
を
記
録
。

50

（
従
来
の
1
日
最
多
降
雪
量
は

平
成　

年
3
月　

日
の　

㌢
）

11

22

49

1
月　

日
朝
、
玄
関
前
に
積
も

12

る
大
量
の
雪
を
目
に
し
た
衝

撃
は
今
で
も
記
憶
に
新
し
い
。

幸
い
死
傷
者
が
出
る
よ
う
な

雪
害
事
故
は
町
内
で
発
生
し

て
い
な
い
。
今
後
の
雪
解
け
に

際
し
て
も
穏
や
か
に
、
何
も
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
切
に
願
う
。

▼
７
頁
に
掲
載
し
た
中
学
生

の
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
昨

年
の
積
雪
量
と
は
雲
泥
の
差

で
、
屋
根
と
地
面
が
雪
で
つ
な

が
っ
た
光
景
を
見
て
中
学
生

も
絶
句
。
ど
う
取
り
組
む
か
な

と
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
、
何

処
か
ら
と
も
な
く
「
よ
し
や
ろ

う
！
」
と
威
勢
の
良
い
声
が
。

そ
れ
か
ら
１
時
間
。
黙
々
と
手

を
動
か
す
人
、
作
業
の
指
示
を

す
る
人
、
声
を
発
し
仲
間
を
勇

気
づ
け
る
人
…
、
様
々
な
個
性

や
役
割
が
そ
こ
で
見
ら
れ
た
。

皆
が
「
き
つ
い
」
と
い
う
思
い

を
表
に
出
さ
ず
一
所
懸
命
に
。

仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
行

動
す
る
こ
と
は
今
後
も
様
々

な
場
面
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ

目
の
前
の
困
難
か
ら
逃
げ
ず

協
力
し
乗
り
越
え
て
欲
し
い
。

▼
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
含
ん

だ
幸
（
雪
）
が
降
り
、
出
来
秋
が

楽
し
み
。「
史
上
最
多
！
記
録

更
新
の
秋
！
」
に
期
待
。 （
三
）

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

　檜山管内は人口減少率の割合が高く、少子高齢化や過疎化対策への取組が管

内各町の共通した課題となっている。この状況を踏まえ厚沢部町は、『素敵な過

疎のまちづくり基本条例』を平成21年３月に制定。「世界一素敵な過疎のまち」

をスローガンに、関係人口の拡大による『地域の賑わいの創出』や『厚沢部応援団

の獲得』を目指して、『大学アウトキャンパス事業』を展開してきた。

　今月の『 時間 を刻む』は先月号の続編として、『大学アウトキャンパス事業』で
と　き

当町を４年間訪れた小塚益代さんが大阪府堺市立東深井小５年生の担任となり

厚沢部町の良さや大阪との様々な違いを児童に知ってもらおうと厚沢部小５年

生の担任・土佐林洋介先生や地域おこし協力隊・森尚美隊員らとともに奮闘。テ

レビ電話を用いて実現した交流授業の様子と、その後の反応について紹介する。

「
え
～
～
、
真
っ
白
っ
～
！
」

　

雪
で
真
っ
白
な
厚
沢
部
小
学
校

の
校
庭
を
土
佐
林
先
生
が
映
す
と

テ
レ
ビ
の
向
こ
う
の
東
深
井
小
の

児
童
は
一
斉
に
驚
き
の
声
を
あ
げ

た
。
テ
レ
ビ
電
話
を
用
い
て
行
わ

れ
た
交
流
授
業
に
は
厚
沢
部
小　
18

名
と
東
深
井
小　

名
が
出
席
。
そ

111

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
や
郷
土
料

理
、
総
合
学
習
の
内
容
な
ど
を
説

明
し
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

互
い
の
違
い
を
知
る
こ
と

　

「
大
阪
の
郷
土
料
理
を
紹
介
し

て
く
れ
た
け
ど
『
も
み
じ
の
天
ぷ

ら
』
な
ど
初
め
て
聞
く
も
の
ば
か

り
で
驚
い
た
」
と
杉
山
怜
実
さ
ん
。

安
田
健
也
く
ん
も
「
堺
市
は
冬
で

も
最
高
気
温
が　

度
に
な
る
と
聞

10

き
全
く
違
う
気
候
だ
と
驚
い
た
」
。

東
深
井
小
の
5
年
生
は
「
厚
沢
部

小
の
子
の
親
は
農
家
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
全
然
い
な
か
っ
た
」「
大

阪
に
な
く
て
厚
沢
部
に
あ
る
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

「
互
い
の
地
域
の
文
化
や
気
候
な

ど
様
々
な
違
い
を
知
り
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
今
後

も
厚
沢
部
町
と
の
交
流
授
業
は
続

け
た
い
」
と
小
塚
先
生
は
述
べ
た

後
、「
『
一
度
で
い
い
か
ら
北
海
道

に
行
っ
て
厚
沢
部
小
の
子
に
会
っ

て
み
た
い
』
と
か
『
モ
ノ
マ
ネ
を
し

た
け
ど
厚
沢
部
の
子
に
受
け
な
く

て
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
』
と
い
う
児

童
も
い
て
予
想
以
上
の
反
応
だ
っ

た
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
た
。

小
塚
さ
ん
の
成
長
に
感
動

　

こ
の
日
の
交
流
授
業
に
は
ア
ウ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
で
農
家
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
協
力
し
て
き
た
野
澤

ゆ
り
子
さ
ん
（
木
間
内
）
と
奈
良
惠

美
子
さ
ん
（
鶉
町
）
ら
関
係
者
も
見

学
。『
小
塚
さ
ん
』
が
『
小
塚
先
生
』

と
し
て
教
壇
に
立
ち
厚
沢
部
町
を

東
深
井
小
の
児
童
ら
に
繋
げ
て
く

れ
た
取
組
に
胸
を
熱
く
し
た
。

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
時
も
元
気
で

頑
張
り
屋
だ
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
授
業
を
考
え
て
驚

き
。
厚
沢
部
の
よ
う
な
小
さ
な
町

の
子
が
大
阪
の
子
と
交
流
で
き
る

の
は
幸
せ
な
こ
と
。
次
に
帰
っ
て

き
た
時
に
は
『
あ
り
が
と
う
』
と
伝

え
ね
ば
」
と
野
澤
さ
ん
は
目
頭
を

押
さ
え
な
が
ら
感
想
を
語
っ
た
。

【
特
集
】 『
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
』を
目
指
し
て
シ
リ
ー
ズ
Ⅳ

▲感想を語る奈良さん（左）と野澤さん

▲東深井小学校の授業の様子

▲厚沢部小学校の授業の様子
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